
近江日野商人館の座敷 近江日野商人館　（旧）山中兵右衛門邸 又十屋敷「豊会館」　（旧）　藤野喜兵衛邸

　全国に出店を構えた近江商人ですが、出店の人
材はすべて同郷（近江）の男性で固め、主人をは
じめ丁稚に至るまで全員が住み込みで生活してい
ました。
　使用人の採用は近江の本宅の妻女の役目で、
試用期間を終えると出店で働き始めます。５年の
奉公を終えて初めて帰郷することが許されることを
「初登り」といい、店に帰ると昇進します。主人か
ら新しい衣服や土産、祝儀をもらって帰郷するリ
フレッシュ休暇ともいえます。
　さらに中登りが認められると休暇日数も増え、
さらに昇進しますが、出店での就労状況次第では、
再び出店に戻れなかったこともあり、年功序列、
終身雇用ではない実力主義を貫いていたのです。

昇進へのリフレッシュ休暇　在所登りお助け普請

やる気を起こさせる管理法「出精金」
　近江商人は西洋の複式簿記と同じ形態の会計システムを江戸時代に採用して
います。労働の成果を貨幣に置き換えて評価する習慣がなかった時代に、資本
と利息を確保した上で、さらにそれ以上の利益が生まれると「出精金」「徳用」
といって、各店の支配人たちに配分し、使用人の励みになるシステムを採用して
いました。
　こうした利益配分法を「三つ割銀」といい、現代風に言えば、一定率
を配当金、次に重役賞与金そして積立金にするというもので、日野の中
井源左衛門家や近江八幡の西川甚五郎家をはじめ、近江の商家で採用
されていました。　

やる気を起こさせる管理法

西川甚五郎本店資料館より

※近江商人とは学術的には、江戸時代から明治時代にかけて全国的に活動をした商人のことを指しますが、
　ここでは幅広く現在の滋賀県を根拠地として活躍した商人のことを「近江の商人」として紹介します。

近江の商人　SDGsの先駆者たち
事業の永続性を求めた近江商人の知恵
近江商人は、中世から近代にかけ、近江を本拠地として日本中を行商し、
各地の需要に合わせた商売で日本経済の発展に大きく貢献しました。全国を
商圏に活躍した彼らの経営理念や行動規範の多くが、SDGsに通じています。
近江商人やその流れを継ぐ人々の実践事例を紹介しましょう。

従業員の幸せ、地域の人々の幸せを願い、従業員の幸せ、地域の人々の幸せを願い、
貧困をなくし、働きがいを見いだせる貧困をなくし、働きがいを見いだせるシステムをシステムを
作った近江の商人たちの行動規範作った近江の商人たちの行動規範

　近江商人は、その本部を近江（現在の滋賀県）に置いており、本部に
ふさわしい立派な邸宅を建てましたが、あえて飢饉、不況の時期に建てた
と言われています。貧困に苦しむ人々に仕事を与えるためでした。
　日野の近江商人·山中兵右衛門（初代1685 ～1774）は、酒造業で、豊
郷の近江商人・藤野喜兵衛（初代1770 ～1828）は、北海道との交易で
財をなし、現在にも残る邸宅を建てました。これらの邸宅は、厳選された
素材による洗練された内装が整えられたり、鈍
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流のデザインによる美し
い庭園がつくられたりと、現在の私たちに、これら近江商人の精神性を伝
えてくれています。
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